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「北摂里山地域循環共生圏」構想の策定（2021.2月）



⚫ 森林管理により排出される木材をチップ化し、地域のボイラー燃料に供給すること（エ
ネルギーの地産地消）によりカーボンニュートラル資源を有効活用。

⚫ 2022年7月から(一社)徳島地域エネルギーが新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）の実証事業として森林の伐採を開始。

「北摂里山地域循環共生圏」の構築

北摂里山地域循環共生圏（木質バイオマス利活用モデル）の
イメージ

燃
料

里山の保全

人材・資金

木質バイオマス
ボイラー
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木材のチップ化

木質チップの
運搬・乾燥

木質チップの
活用
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⚫ (一社)徳島地域エネルギーが神戸市北区有野町に「バイオマスラボ」を建設。
（2022年12月開所）

⚫ 木質バイオマスボイラーやチップ乾燥システムの展示・実演、伐採による里山の保全、
木質バイオマス熱の利用方法などを紹介。

⚫ エネルギーの地産地消について総合的に伝える環境教育の拠点として整備。

環境学習拠点（バイオマスラボ）
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北摂里山地域循環共生圏の今後の課題

エネルギーを生み出す森の育成

再エネを活用する事業者育成
地域課題の
統合的解決

⚫ チップ燃料の需要増による森林施業の加速化
→バイオマスエネルギーの安定供給

⚫ 里山保全（エネルギー供給）の地域産業化
→雇用の創出

⚫ 若返った里山の利活用
→地域コミュニティの活性化

⚫ 企業のバイオマスボイラーの導入拡大
→企業の脱炭素経営への転換

⚫ 燃料資金の地域内環流
→地域経済の活性化

⚫ 都市と農村の地域間交流の活性化
→関係人口の増加



⚫ 太陽光、バイオガス、木質バイオマスなど多様な再エネ資源を活用した「地域循環共生
圏」の総合モデルを確立する。

⚫ 2023年度は、家畜排せつ物を利用したバイオガスについて、先進事例、コスト・メリッ
ト等を調査し、地域循環共生圏の構築に必要な情報を検討・ツール化を進める

地域資源

①先進的事例の調査

需要先

【バイオガス】

②地域でのモデル構築（ツール化）

③他地域への展開

③他地域への展開

再エネ資源を活用した地域循環共生圏モデル構築事業【新規】

（R5予算：3,561千円）
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新たな地域循環共生圏づくりへ
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